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医長紹介　～私の専門分野～

外科医長　米田 晃

低侵襲で患者さんにやさしい上部消化管手術

2020年4月1日より外科医長として赴任させていただい

ております米田 晃です。長崎大学卒業後、2003年に長崎

大学移植・消化器外科に入局し、今年が17年目となります。

2013年から2015年まで大学で上部消化管疾患の診療に

従事し、その後2年間アメリカでの研究留学の後、2018年

から2019年まで再び大学で上部消化管疾患を専門に診

療を行っておりました。当院でも胃、食道外科疾患の治療

を中心に、貢献できればと考えております。

近年では、食道癌や胃癌の手術においても、低侵襲性

やキズが小さいとの利点から、鏡視下手術が広く行われて

おります。当科でも常に鏡視下手術技術の向上に努め、“患

者さんに優しい治療“を心掛けております。また、上部消化

管手術は呼吸、食事にとても大きな影響を与えます。その

ため、リハビリテーション、栄養管理などのチームサポートに

よって術後の早期退院と早期の社会復帰が可能となるよう

Q：国立病院機構を受験したきっかけは何ですか。
A：親族が医療関係の仕事で、よく病院での仕事
の話を聞いていたこともあり、病院での仕事
に興味を持ちました。就職活動の中で、国立
病院機構は事務職系総合職の中でも業務内
容が多岐にわたり興味深かったことと、出身
も大学も九州だったので、九州で働きたいと
思い、国立病院機構九州グループを目指すよ
うになりました。

Q：大学では何を学んでいたのですか。
A： 工学部の情報システム工学科に属していま
した。プログラミングなどの情報処理技術等
を主に学んでいたので医療とは無縁な学部
です。でもパソコンを汎用していたので、現
在の実務でも役立っています。

Q：入職後はどのようなキャリアを歩んできま
したか。

A：別府医療センターで契約係を2年、その後国
立病院機構九州グループで医療情報係、総務
係を3年経験させていただきました。主には
コメディカルの研修の調整から職員の労務
関係の業務等、庶務的な実務を担当していま
した。

Q：契約係ではどのような仕事をしていますか。
A：契約係は病院経営に関わる、さまざまな契約
事項を担当する部署です。医薬品や医療材料
の購入、業務委託や工事などの契約業務を

行っています。本年4月から契約係長として、
医療機器の購入、委託契約の締結業務を主に
担当しているのですが、他社と関わる機会も
多く、様々な職種の人々と日々折衝していま
す。

Q：仕事で大事にしていることはなんですか。
A：契約係として、より安くものを買うこと、より
安く契約することに注力しています。少しでも
病院経営に貢献できればという高い意識を
もって業務に臨んでいます。

Q：趣味は何ですか。
A：観光地巡りが好きなのですが、コロナの影響
で最近はどこにも行けていません。長崎はは
じめてなので、落ち着いたら長崎の観光地巡
りがしたいなと思います。

Q：今後の目標を教えてください。
A：事務部は病院の経営戦略の検討、診療報酬の
管理業務、職員の労務管理等様々な業務があ
ります。まずは多種多様な業務をこなせる
オールラウンダーとなり、スキルアップしてい
ければと思います。目下は契約係が良い雰囲気
で仕事ができるような環境作りもしていきた
いですね。

担う明日を
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当院の“明日を担う”スタッフに、
work、life、そしてvisionを語ってもらいましょう。

聞き手：難治性疾患研究部長　小森 敦正
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腹腔鏡下胃切除術

開腹胃切除術 腹腔鏡下胃切除術
・ 低侵襲

・ 拡大視効果

・ 痛みが少ない
・ 回復が早い
・ 術後の癒着が少ない
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図2 食道癌 手術

目指しています。また、胃癌、食道癌の治療には、内視鏡治

療、外科手術、抗癌剤治療、放射線治療があり、多岐にわ

たる専門家の関わりが不可欠となっております。多臓器浸

潤を伴うような進行癌であっても根治性が望める場合は、

拡大手術や放射線治療や抗癌剤治療と組み合わせて、根

治を目指しています。機能温存と高い根治性を目指した消

化管手術を目指して、日々研鑽し当地域の医療に少しでも

貢献できるよう努力してまいります。

研究留学の際には腫瘍免疫に関する基礎研究を行って

まいりました。大学でも腫瘍医学教室の池田教授にご指導

いただきながら免疫治療に関する研究にも従事しておりま

した。消化管の再生医療の研究にも関わっており、それら

経験をもとに、当科でもいろいろな臨床研究や治験にも積

極的に参加し、先進的な治療の発展と導入を目指せるよう

頑張っていこうと考えております。今後ともどうぞよろしくお

願い申し上げます。
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